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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

情報モラルは，学習指導要領解説において「情報社会で適正な活動を行うための

基になる考え方と態度」と定義付けされており，具体的には「他者への影響を考え，

人権，知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこと」や

「危機の回避など情報を正しく安全に理解できること」，「コンピュータなどの情報

機器の使用による健康との関わりを理解すること」などとなっています。本県では

「令和３年度学校教育の指針」に，「ＩＣＴを活用した教育の推進」の項目が新設さ

れ，令和４年度以降も継続して「組織的・計画的に取り組む情報モラル教育の充実」

が求められています。なお，令和３年度に策定された「秋田県学校教育ＩＣＴ活用

に関する指針」では，四つの基本目標が掲げられており，具体的な施策や取組内容

として「ネットリテラシー・情報モラル・セキュリティ教育の推進」が示されてい

ます。

ＧＩＧＡスクール構想の進展とコロ

ナ禍での学びの保障の観点から，１人

１台端末の整備が秋田県でも加速度的

に進みました。令和２年度内に秋田県

内の全ての小・中学校及び県立学校に

おいて配備が完了するとともに，校内

の通信環境が整いました。令和３年度

には，各校で試行錯誤しつつ，各教科

等の授業においてＩＣＴが活用されて

おり，家庭に持ち帰らせて活用させる

取組も増えてきています。また，児童生徒のスマートフォン所持率は年々増加して

おり，義務教育課の令和３年度調査結果と平成28年度調査結果を比較すると，小学

校第４学年から中学校第３学年までの全ての学年において所持率が２倍以上となっ

ており，小学校第４学年の時点で20％近くになっています（図１）。このように，児

童生徒が通信端末に触れる機会が増えても，同調査における家庭での通信機能付き

端末のルールの設定率は，平成28年度が58.1％，令和３年度が63.2％と微増にとど

まっており，いまだ課題が見られます。

秋田県内では，授業におけるＩＣＴ活用が進む中，様々な実践例や先行研究が示

されていますが，その中心は各教科での活用となっており，情報モラル教育の取組

や実践例はあまり見られません。また，情報モラル教育の全体計画に沿って指導が

行われている学校もありますが，単発的な取組であったり，教員個々に任せられて
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いたりと，組織的かつ継続的な取組としては十分とは言えない状況もあります。加

えて，保護者の中には各種端末の使用に関する知識や情報が不足していたり，児童

生徒の端末利用への関心が低かったりするなどの課題が見られます。今日，児童生

徒の家庭内でのスマートフォンや通信機能付き端末の使用場面は増えており，学校

生活に影響を及ぼすような事案もありますが，それに対して学校が関与しにくく，

対応に苦慮している様子が見受けられます。このような状況において，組織的に情

報モラル教育の充実を図ることや家庭との連携を強化することが喫緊の課題となっ

ており，その対応が求められています。

２ 研究のねらい

以上の背景を踏まえ，学校全

体で情報モラル教育を推進して

いくための手立てとして，小学

校情報モラル教育系統表を作成

し提案します。また，情報通信

ネットワークを通じた人との関

わりが増え始める小学校中学年

の段階で情報の扱いなどに関す

る知識を学び，自分の行動を考

える機会をもつことは，情報社会を生き抜くための資質・能力を身に付ける上で効

果があると考えます。そこで小学校中学年を対象とする，情報モラル教育に関する

指導プランを作成し提案します。これらの取組により，本県が目指す「自ら判断し

て情報端末を正しく活用する力を育成する指導」を具現化するとともに，ＩＣＴ活

用における家庭との連携の在り方の方向性を示したいと考えています。

これらの取組を組織的に進めることで，情報モラル教育が充実することをねらい

とし，児童が情報社会の特性について理解を深め，的確な判断の下，自分自身で情

報を正しく活用できるようになることを期待します。（図２）。

３ 研究の内容

本研究は２年計画で進めます。１年次となる令和４年度は，アンケート調査等に

より，情報モラル教育の現状や課題，児童・保護者の実態を把握します。そして，

小学校情報モラル教育系統表を作成し，それを基に，小学校中学年を対象とした情

報モラル教育に関する指導プランを作成します。２年次は，研究協力校で情報モラ

ル教育に関する指導プランの実践を行います。また，小学校中学年を対象とした情

報モラル教育に関する指導プランの修正や追加作業を行い，当センターウェブサイ

トを通じて提案，発信する予定としています。

図２ 研究のねらい



Ⅱ 研究の実際

１ アンケート調査による情報モラル教育の現状と課題の把握

５・６月に当センターで行われた研修講座の受講者を対象とし，情報モラル教育

に関するアンケート調査を実施しました。調査を実施した研修講座及び対象人数は，

実践的指導力向上研修講座（小学校８年目）26名，小学校新任校長研修講座38名，

小学校新任教頭研修講座40名，小学校新任教務主任研修講座31名，小学校新任研究

主任研修講座45名，小学校新任生徒指導主事研修講座26名の，合計206名でした。

アンケートの項目は，「学校全体で情報モラル教育が十分に行われている」「児童

生徒には情報モラルが身に付いている」「家庭での情報モラル教育が十分に行われて

いる」などとし，それぞれ「とてもそう思う」「思う」「あまり思わない」「思わない」

の４段階の選

択肢から回答

してもらいま

した。結果を

見ると，「学校

全体で情報モ

ラル教育が十

分に行われて

いる」につい

ては「とても

そう思う」「思

う」の肯定的

評価の割合が64.6％であり，「児童生徒は情報モラルが身に付いている」については

52.7％，「家庭での情報モラル教育が十分に行われている」については26.0％という

結果となりました（図３）。

項目「学校全体で情報モラル教育が十分に行われている」における肯定的評価の

理由記述には，「全職員で共通理解を図り実施している」「年間指導計画に従って情

報モラル教育を行っている」「外部講師の活用のほか，道徳科や学級活動でも実施し

ている」など，情報モラル教育が充実している学校ほど，取組が組織的・計画的に

実施されていることがうかがえました。同じ項目の否定的評価の理由記述欄には，「情

報モラル教育が全体の取組となっていない」「教員個々に任せられており教員間の意

識に差がある」「系統立てた指導になっていない」など，組織的な取組が進んでおら

ず，学校によって差があることが分かりました。

項目「家庭での情報モラル教育が十分に行われている」について「あまり思わな

図３ 研修講座受講者アンケート調査結果



い」「思わない」の否定的評価の理由記述には，「家庭による意識の差が大きい」「保

護者がルールを守らせることができていない」「児童の生活習慣に悪影響を及ぼして

いる事例が見られる」「フィルタリングをかけていない」「指導を学校任せにしてい

る」などが挙げられており，家庭によって意識の差があるため，74.0％の教員がそ

の対応に苦慮している様子がうかがえました。また，多くの教員は課題として，組

織的な情報モラル教育の推進，学校と家庭との連携の二つの必要性を挙げていまし

た。

２ 保護者へのアンケート調査による情報モラル教育の現状と課題の把握

当センターと教育に係る連携を行

っている男鹿市・潟上市の小学校保

護者を対象に，情報モラル教育につ

いてアンケート調査を実施しました

（図４）。調査は，ＱＲコードを読み

取ってGoogle Formsで回答する方法

と，同様の内容を紙で回答する方法

を選ぶことができるようにし，1,067

名の保護者から回答をいただくこと

ができました。情報モラルの定義を

掲載するなど保護者にアンケートの

内容が分かりやすく伝わるようにか

つ，負担を軽減するよう，選択方式

とし，記述はできるだけ少なくする

ように配慮しました。

通信機器利用

について，家庭

のルールや約束

はあるかの項目

において90.0％

の家庭がルール

を作っていると

回 答し まし た

が，その約束を

守っているか，

の項目に対して

は，「とてもそ

図４ Google Formsによるアンケート

図５ 保護者アンケート調査結果



う思う」「そう

思う」の割合が

6 7 . 9％でした

（図５）。また，

項目「子どもの

通信機器の使用

時間は長いと思

うか」に対して，

「とてもそう思

う」「そう思う」

の割合が63.1％

となっており，

半数以上の家庭で通信機器の使用時間の長さを懸念していることがうかがえました

（図６）。さらに，家庭での使用時間が長いと回答した保護者のうち，約52％が子ど

もはルールや約束を守っていないと回答しており，家庭間の差があること，困って

いる保護者がいることが分かりました。

３ 小学校情報モラル教育系統表の作成

当センター受講者を対象としたアンケート調査による情報モラル教育の現状と課

題の分析や，自由記述に記載されている課題等から，情報モラル教育が教員個々の

取組に任されていたり，学校全体で年間を通して継続して行われていなかったりす

る現状が見えてきました。また，情報モラル教育をどのように進めるべきか悩んで

いる教員もいることが分かりました。現在行われている教員個々の取組をつないで

学校全体の取組とし，児童の情報モラルを向上させていくためには，どの知識をど

の学年で指導す

ると良いかが分

かる一覧が必要

と考えました。

そこで情報モラ

ル教育を学校全

体で組織的に推

進するために，

文部科学省や他

県の情報モラル

教育に関する資

料を参考に，小

学校の低学年，

図６ 保護者アンケート調査結果

図７ 情報モラル教育系統表指導項目



中学年，高学年の各発達の段階に応じた小学校情報モラル教育系統表を作成しまし

た。系統表には指導項目として，「ルール・マナー」「法と権利」「セキュリティ」「安

全」「健康」の五つを提示するとともに，全ての項目に係る資質・能力として，「コ

ミュニケーション」と「問題解決」を提示しました（図７）。学校全体で無理なく取

り組むことができるよう，内容は情報モラルの基本的な知識を中心としました。

４ 小学校中学年を対象とした情報モラル教育に関する指導プランの作成

小学校情報モラル教育系統表を基に，情報モラル教育に関する指導プランを作成

します。指導プランの作成に当たり，情報モラルに関する知識及び技能の育成につ

ながるもの，朝の会や帰りの会などを利用し，短時間で取り組むことができるもの，

事案を自分のこととして自覚したり，リスクの程度を自ら考えたりできるものとな

るように配慮しました。学習活動例，ワークシート，提示教材等をまとめて提供す

ることにより，学級担任の負担軽減を図ります。年間を通して継続した指導を行う

ことができるよう，各指導項目の具体的な内容の10プランを作成します。

学習活動例は，指導項目，指導項目の分類，指導のねらいを記載し，専門的な用

語には解説を記載します（図８）。活動例として学習活動と教師の主な支援を記載し，

発問や説明の例を示すことで，情報モラルの指導について不安を抱えている教師を

支援します。15分という短時間で実施するため，説明や学習活動を焦点化すること

で，児童が意見や感想をワークシートに記入する時間を確保します（図９）。活動の

際には提示教材を準備し，児童が事案をイメージしやすいようにします（図10）。

図８ 学習活動例



年間を見通して15分の学習を積み重ねることで，情報モラルに関する知識を蓄積

し，よりよく行動しようとする意欲を育みます。そして，その学びを補充・深化・

統合するため道徳科の授業を位置付け，実践します。情報モラルに関わる題材を生

図９ 学習活動例

図10 提示教材とワークシート



かした話合いを通し，自分との関わりの中で他者への共感や思いやり，法やきまり

のもつ意味などについて，児童自らが考えを深めることができる学びの場とします。

また，家庭内で児童が約束やルールを守らない等の困り感がある一方，学校が関

わりづらいという意見や，学校で行われている情報モラル教育が家庭に伝わってい

ないという二つの課題を解決する一助となるよう，長期休業中等のタブレットの持

ち帰りを活用した，親子で取り組む情報モラルクイズを提案します（図11）。問題は

文部科学省の「情報モラル学習サイト」の内容を参考にし，クイズはQuizGenerator

を用いて正誤形式で作成することにより，低学年でも取り組むことができます。情報

モラルに関する基礎的な知識を問い，それぞれの問題に対する解説を掲載すること

で内容の定着を図ります。

親子で情報モラルクイズに取り組み，話し合う機会を設けることにより，児童が

学校で学んでいる内容や家庭のルールの必要性を再確認することができ，学校と家

庭が連携して情報モラル教育を推進していくことができると考えます。

図11 情報モラルクイズ



Ⅲ 研究のまとめ

研究の１年次である今年度は，情報モラル教育に関する県内小学校の現状と課題

を把握し，その課題解決の手立てとして，小学校情報モラル教育系統表及び情報モ

ラル教育に関する指導プランの作成を進めてきました。学校や家庭の情報モラル教

育の現状や課題を知り，指導プランの内容等について検討を重ねる中で，児童に身

に付けてもらいたい力や効果的な指導方法などについて，改めて確認することがで

きました。今後，研究協力校が令和５年度の情報モラル教育年間計画を作成するこ

とができるよう，作成した小学校情報モラル教育系統表を提示するとともに，学校

や児童の実態を踏まえ，より効果的な指導となるよう，実施する指導項目の順番や

時期などを提案し，学校と協議を進めていく予定です。

研究の２年次は，研究協力校と共に，情報モラル教育に関する指導プランに基づ

いた指導実践の検証を行い，実践から得られた課題を評価・分析することで研究の

ねらいに迫ります。



【情報モラル教育に関する指導プラン 学習活動例】

ルール・マナー

指導項目の分類 ネットいじめに遭遇したときの対処方法

対象 小学校（中学年）

ねらい ネットいじめのこわさを知り、もしもネットいじめにあったら（見かけたら）、
一人で悩まずに信頼できる大人に相談すればよいことに気付くことができる。

用語の解説 ネット上のいじめとは
携帯電話やパソコンを通じて、ＳＮＳの掲示板やチャットなどに、特定の子ど

もの悪口や誹謗・中傷を書き込んだり、メールを送ったり、グループから外した
りするなどの方法により、いじめを行うもの。

活動例
時間 学習活動・予想される児童の反応 教師の主な支援

２分 １ プリントを読んで、「こわいなあ」と感 ・気になった理由も考えるよう伝える。
じた部分に線を引く。

６分 ２ 線を引いた部分とその理由を発表する。・児童の発言からネットいじめの特徴に当ては
・目の前の相手に直接話さない分、軽い まる内容をキーワードで板書し、児童が考えを
気持ちで書き込んでいる。いじめてい 整理できるようにする。
る実感がないかも。

・友達から友達へとどんどん広がってい
く。

・相手の表情が見えないから、どんな気
持ちでいるか想像しにくい。

３分 ３ 教師の話を聞く。 ・ネットいじめの特徴を確認し、一人で抱え込
まないことが大切であることに気付くように
説明する。

〔説明の例〕
①ネットいじめには次のような特徴があります。
・ネット上での出来事なので、攻撃する側に実感がない。
（対面していない分、いじめている実感がない。）

・実感がないので、悪口の内容や書き込みの回数など、次第に攻撃がエスカレートする。
・学校にいる間に限らず、家に帰っても書き込みによる攻撃が続く。
・直接関係のない友達も、興味本位で参加して攻撃してくる場合がある。
・一度ネット上に書き込んだ情報（記録）は、いつまでも残ってしまい、消すことができ
ない。

②自分だけでは解決することが難しいので、決して一人で抱え込まないようにしましょう。
③画面を撮影するなどして残しておき、大人に相談することも有効です。

４分
４ 今日の活動を振り返って考えたことを ・ネットいじめにあったら、または、ネットい
学習シートに記入する。 じめを見かけたら、どのようにすればよいか
・自分の悪口を書かれたり、友達の悪口 について、記入するよう促す。
を見かけたりしたら、すぐに周りの大 ・ネットいじめに遭遇したときの対処方法に気
人に相談する。 付いている児童に発表を促す。

・誰かが書いているからといって、自分
は悪口は書き込まない。

「ネットいじめ」の「こわさ」とは何だろう？



名前

ネットいじめの「こわさ」ってなんだろう？

今日の活動をふり返って、考えたことを書いてみましょう。

ネットいじめにあったら…？ ネットいじめを見かけたら…？



法と権利

指導項目の分類 情報に関する自分や他者の権利

対象 小学校（中学年）

ねらい 情報に関する自分や他者の権利について理解した上で、情報手段を適切に用い
ることができる。
・撮影や描写を拒む権利（肖像権）

用語の解説 肖像権（しょうぞうけん）
自分の顔や姿を無断で写真・絵画などに写しとられたり、それを無断で公表さ

れたりすることを拒否する権利。

活動例
時間 学習活動・予想される児童の反応 教師の主な支援

１分 １ 絵の説明を聞く。 ・友達の写真を撮ってもよいか考えられるよう、
その場面を表す絵を提示し説明する。

１分 ２ 個で考える。

５分 ３ 意見を発表する。 ・考えた理由を明らかにして発表するよう促す。
・写真を撮ってもいいと思う。
・友達に気付かれないように、写真を
撮ってはだめだと思う。

・撮られることが嫌な友達もいると思
うのでだめだと思う。

３分 ４ 教師の話を聞く。 ・他人を撮影するときに許可を取る理由に気が
付くことができるよう説明する。

〔説明の例〕

①写真を撮られることが、嫌いな人もいます。
②かってに写真を撮ってはいけません、と決められたルールがあります。
③許可をとらないで、写真を撮るとルール違反になってしまいます。
④写真を撮るときは、相手に写真を撮ってもよいか、許可をとってから撮るようにしましょ
う。

５分 ５ 今日の活動を振り返って考えたことを ・友達の写真を撮影するときに気を付けることを
学習プリントに記入する。 記入するよう促す。
・相手に写真の用途を伝える。その後、
相手に写真を撮ってもよいかどうか、
許可をとってから撮影する。

友だちの写真をとってもいいのかな？ なぜ、そう考えたの？



名前

友だちの写真をとってもいいのかな？

写真をさつえいするときは

友だちに気づかれないように、写真をとっています。



セキュリティ

指導項目の分類 個人情報を共有することのリスク

対象 小学校（中学年）

ねらい 自分の情報や他人の情報の大切さを踏まえ、個人情報を守る必要性に気付くこ
とができる。

用語の解説 個人情報（こじんじょうほう）とは
個人に関する情報。法的には、個人に関する情報のうち、氏名や生年月日など

特定の個人を識別することができる情報を指す。その他にも、住所や電話番号、
メールアドレス、ＩＤやパスワードなど大切な情報もある。

活動例
時間 学習活動・予想される児童の反応 教師の主な支援

１分 １ 会話文を読む。 ・オンラインゲームで知らない人と仲よくゲー
ムを楽しんでいる状況について確認する。

６分 ２ 個で考え、意見を発表する。 ・１分程度、自分で考える時間を設定する。
・ゲームでもＩＤとパスワードは教え ・考えた理由を明らかにして発表するよう促す。
てはいけないと思う。
・知らない人なのに、本当の名前を教
えてはいけないと思う。
・知らない人に顔を知られると怖いの
で、写真を送ってはいけないと思う。

３分 ３ 教師の話を聞く。 ・個人情報を守る必要性に気付くよう説明する。

〔説明の例〕

①個人情報はたくさんありますが、オンラインゲームで知り合った人など、よく知らない人
に教えるとよくないものとして、名前や住所、顔、電話番号、メールアドレスやＩＤ・パ
スワードなどがあります。
②太郎さんは、本当に小学生なのでしょうか。インターネット上で知らない人と仲よくなる
ことは危険なことがあります。
③友達同士でもＩＤとパスワードを知られると、自分のパソコンやゲームのデータを知られ
てしまったり、取られてしまったりします。
④顔や名前を知られると、知らない人が会いに来るかもしれません。
⑤自分の写真がよくないことに使われるかもしれません。
⑥自分が知っている、他の人（友達）の個人情報も教えてはいけません。

５分 ４ 今日の活動を振り返って考えたことを ・自分のこと（個人情報）を守るために、どのよ
学習プリントに記入する。 うなことに気を付けるかを記入するよう促す。
・知らない人とゲームを通して仲よく
なっても個人情報は教えないように
する。

ＩＤとパスワードを教えた花子さんの行動を、あなたはどう思いますか。
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